
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 特集 放射線科診療とＸ線被ばくについて 

山陽小野田市民病院  

〒756-0094 山陽小野田市東高泊 1863-1 

TEL(0836)83-2355  FAX(0836)83-0377 
E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/ 
 

病院の理念   誠実 公正 連携 

基本方針   
・親しみやすく、思いやりのある医療を誠実に行います。 
・全人的かつ専門的で、良質な医療を行います。 
・患者さんの気持ちと権利を尊重し、心温かい療養環境
を提供します。 

・市民病院としての使命を自覚し、患者さんのニーズに
適切にお応えします。 

・保健・医療・福祉・介護の連携を推進します。 

地域の皆様の健康とより良い病院をめざして 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp
https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/


 
 

                          

 

放
射
線
科 

粟
屋 

ひ
と
み 

  

 

放
射
線
科
診
療
は
、
大
き
く
「
診
断
」
と
「
治
療
」

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

放
射
線
診
断
は
、
画
像
診
断
と
も
呼
ば
れ
、
一
般

的
に
Ｘ
線
を
使
っ
た
、
単
純
Ｘ
線
撮
影
、
Ｃ
Ｔ
検
査
、

透
視
・
造
影
検
査
や
、
放
射
性
同
位
元
素
を
用
い
た

核
医
学
検
査
か
ら
得
ら
れ
る
画
像
だ
け
で
な
く
、
放

射
線
を
使
わ
な
い
超
音
波
検
査
（
Ｕ
Ｓ
）
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
で
の
画
像
を
総
合
的
に
判
断
し
、
放
射
線
診
断

専
門
医
が
病
気
の
診
断
を
行
い
ま
す
。
単
純

X

線
撮

影
、
Ｃ
Ｔ
検
査
、
透
視
・
造
影
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
画
像
診
断
に
用
い
ら
れ
る
検
査

法
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短
所
が
あ
り
、
知
り
た

い
目
的
に
よ
っ
て
検
査
法
を
選
択
す
る
、
あ
る
い
は

い
く
つ
か
の
検
査
法
を
組
み
合
わ
せ
て
病
気
の
診
断

を
進
め
ま
す
。 

 

放
射
線
治
療
は
、
主
に
が
ん
の
治
療
と
し
て
行
わ

れ
、
外
科
手
術
、
薬
物
療
法
と
と
も
に
、
が
ん
の
集

学
的
治
療
の
一
つ
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。 

 

           

 

現
在
当
科
で
は
、
放
射
線
治
療
は
行
っ
て
お
ら
ず
、

放
射
線
診
断
（
一
部
単
純
Ｘ
線
撮
影
お
よ
び
透
視
・

造
影
検
査
、
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

各
画
像
検
査
で
は
、
検
査
目
的
欄
に
記
載
さ
れ
た

依
頼
内
容
に
基
づ
き
、
検
査
の
適
応
や
目
的
に
合
わ

せ
た
適
切
な
検
査
法
の
選
択
を
行
い
、
必
要
時
に
は

主
治
医
や
担
当
医
と
事
前
に
相
談
し
、
ま
た
適
切
に

必
要
な
検
査
が
行
え
る
よ
う
放
射
線
技
師
、
看
護
師
、

事
務
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
、
最
小
の
侵
襲
で
最
大
の

情
報
を
得
る
よ
う
に
、
常
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ

う
し
て
撮
影
さ
れ
た
画
像
の
読
影
、
報
告
書
作
成
が

放
射
線
診
断
医
の
主
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。 

放
射
線
科
診
療 

当
院
放
射
線
科
で
は 

 

 

 

 １ 

特集 



 

当
科
の
画
像
診
断
報
告
書
は
、
依
頼
内
容
か
ら
、

画
像
情
報
を
判
断
し
た
見
解
を
、
依
頼
医
へ
お
知
ら

せ
す
る
た
め
に
作
成
し
て
い
ま
す
。 

最
終
診
断
は
、
依
頼
医
に
よ
り
そ
の
他
の
臨
床
情

報
な
ど
を
含
め
て
、
総
合
的
に
評
価
さ
れ
ま
す
。 

            

 

 

電
子
化
さ
れ
た
画
像
デ
ー
タ
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
（
パ

ッ
ク
ス
に
保
存
さ
れ
、
病
院
内
の
様
々
な
場
所
（
診

察
室
や
病
棟
、
読
影
室
な
ど
）
で
閲
覧
可
能
で
、
迅

速
に
診
療
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
」
と
は
、

「P
ic

tu
re

 A
rc

h
iv

in
g

 a
n

d
 C

o
m

m
u

n
ic

a
tio

n
 

S
y
s
te

m

」
の
略
称
で
、
日
本
語
で
は
「
医
用
画
像
管

理
シ
ス
テ
ム
」「
医
用
画
像
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」

「
医
用
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。 

放
射
線
診
断
医
は
こ
の
画
像
デ
ー
タ
を
も
と
に

診
断
報
告
書
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
も
電
子
デ
ー
タ

と
し
て
画
像
デ
ー
タ
と
と
も
に
保
管
さ
れ
、
電
子
カ

ル
テ
上
で
閲
覧
さ
れ
ま
す
。 

 

 

単
純
Ｘ
線
撮
影
の
ほ
か
、
透
視
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査

も
Ｘ
線
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
Ｘ
線
は
放
射
線
の
一

つ
で
あ
り
、
検
査
を
受
け
る
と
、
被
ば
く
し
ま
す
。

１
回
の
胸
部
の
単
純
Ｘ
線
検
査
で
、
０
．
１
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
で
す
。 

放
射
線
は
自
然
界
に
存
在
し
、
地
域
や
地
質
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
１
年
間
に
大
地
か
ら
０
．
４
６

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
た
、
宇
宙
か
ら
０
．
３
８
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
、
そ
の
他
空
気
や
食
物
な
ど
か
ら
１
．

５
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
程
と
合
わ
せ
て
、
１
年
間
に
世

界
平
均
で
、
２
．
４
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。 

通
常
の
単
純

X

線
撮
影
、
透
視
検
査
、
Ｃ
Ｔ
検
査

で
、
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

受
け
た
放
射
線
の
量
が
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
未
満
で
あ
れ
ば
、
放
射
線
検
査
を
受
け
た
人
も
受

け
な
か
っ
た
人
も
、
発
が
ん
率
や
遺
伝
的
な
影
響
の

差
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

定
期
的
な
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
検
査
が
必
要
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
複
数
回
の
Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
け
た
場

合
で
も
そ
の
影
響
が
蓄
積
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
体
に
は
、
け
が
の
回
復
と
同
じ
よ
う
に 

放
射

線
に
よ
る
影
響
に
対
す
る
修
復
機
能
が
は
た
ら
く
か

ら
で
す 

医
療
で
の
画
像
診
断
に
お
け
る
放
射
線
の
利
用

は
、
画
像
診
断
情
報
を
得
る
こ
と
に
よ
る
患
者
さ
ん

の
利
益
が
、
放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
リ
ス
ク
よ
り
も

上
回
る
時
の
み
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
病
院
で
は
放
射
線
に
関
す
る
法
令
や
関
連
学

会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
、
検
査
に
お
け
る
放

射
線
量
の
適
正
化
・
最
適
化
を
常
に
心
が
け
て
い
ま

す
。 

           

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
（
パ
ッ
ク
ス
） 

Ｘ
線
と
被
ば
く 

 ２ 

特集：放射線科診療とＸ線被ばくについて 



                           

                 

          

                          

 
 

身の回りの放射線の被ばく線量比較早見図 

ｍSv：ミリシーベルト 

出典： 
・国際科学委員会（UNSCEAR）2008 年報告書 

・国際放射線防護委員会（ICRP）2007 年勧告 
・日本放射線技師会医療被ばくガイドライン 
・新版 生活環境放射線（国民線量の算定）等により、 

放射線医学総合研究所が作成（2013 年 5 月） 
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2022 年１月１７日、X 線出力から検出器、画像再構成、臨床アプリケーションに至るまで、機

能アップさせた新型８０列ＣＴに装置を更新しました。これにより、０.５mm スライスによる８０

列、７８０mm 開口径ガントリ、寝台左右動などはそのままに、場合によっては追加撮影が必要だ

ったものが不要になりました。装置の操作性も随分向上し、リラックスして検査を受けてもらうた

め音響設備も導入しました。 

 注目すべきは被ばく線量低減技術です。上位機種である３２０列ＣＴで開発した先進のＸ線光学

系技術を X 線検出部に搭載。X 線出力部では患者さんの被ばくに影響を与える低エネルギー成分の

低減を可能にしました（ハード面での被ばく線量低減）。 

また、これまでの被ばく線量を低減する画像再構成技

術から更に進化したディープラーニング技術を応用し

た、新しい再構成技術ＡｉＣＥが使用可能になりました。

これは、低線量撮影下でも今までと同等の画像を得られ

る画像処理手法です（ソフト面での被ばく線量低減）。 

このハード面とソフト面を併せることで、当院従来比

で４０～５０％くらいに被ばく線量を低減して運用出来

ればと考えています。 

当院は、被ばく線量を十分考慮した撮影条件で検査を

行っていますので、安心して検査を受けられて下さい。 
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～ 歯科衛生士に聞こう ～ 
 

 ４ 

歯周ポケットに歯垢が溜まり続けると、歯周病の原因になります。  

歯ブラシのみでは「6 割程」の歯垢しか除去できませんが、歯間ブラシの場合、歯ブラシと一緒に使

い続けることで「9 割以上」の歯垢を除去することができます。 

歯間ブラシを初めて使う場合、自分に合った大きさのサイズを選択することが大切です。通常、自分

の歯間部の大きさはなかなか判断がしづらいかと思います。初めて使う際は、まず「小さいサイズ」か

ら試してみて、歯間部に無理に差し込むようなことは絶対に避けるようにしましょう。また、奥歯と前

歯で歯間の間隔が違うこともあるので、慣れてきたら、奥歯と前歯でそれぞれあった歯間ブラシを使う

ことで歯垢が落ちやすく、歯も傷つけにくくなります。 

歯周病の症状や年齢を重ねていくうちに、歯肉が下がっていき、歯間部が広がっていく場合がありま

す。隙間の広がった歯間部は歯垢が溜まりやすいので、その両方の歯を効果的に磨くには歯間ブラシが

最適です。 

歯間ブラシを使用するタイミングは、できれば毎日、夜寝る前に歯磨きを行ったあとで使用するのが

理想的です。しかし、朝昼忙しくて歯磨きに時間をかけていられないことが多いものです。無理に毎食

後行う必要はなく、丁寧に磨ける時間をできる範囲でコンスタントに設けることが大切です。自身の生 

活スタイルに合ったタイミングで良いので、歯間ブラシを取り入れてみ

てはいかがでしょうか。 

歯間ブラシは繰り返し使えるため使用後は水でしっかり洗い、風通し

の良い場所で乾かすようにしましょう。 

歯間ブラシの毛先が乱れたり、短くなったり、あるいはワイヤーに弾

力性がなくなってきたら新しい歯間ブラシに取り替えましょう。 

 

 

 

 

歯科衛生士 工藤 理恵 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

医療事務の専門家が教えます 

Ｅ係長 

 
 

田
原
耳
鼻
咽
喉
科
医
院 

院
長 

田
原 

哲
也 

先
生 

当
院
は
昭
和
36
年
４
月
１
日
公
園
通
り
に

田
原
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
と
し
て
、
先
代
の
田
原

康
也
が
開
業
し
、
４
年
後
の
昭
和
40
年
４
月
１

日
現
在
の
住
吉
本
町
に
移
り
新
築
移
転
し
診
療

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
私
が
平
成
18
年

４
月
か
ら
５
年
間
の
山
陽
小
野
田
市
民
病
院
で

の
勤
務
を
経
て
父
と
の
二
人
体
制
に
て
診
療
に

従
事
し
て
お
り
ま
す
。
旧
診
療
所
が
築
49
年
と

な
り
平
成
26
年
２
月
１
日
隣
地
（
駐
車
場
）
に

新
築
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
３

年
４
月
に
父
が
93
歳
で
引
退
し
以
後
は
私
一

人
で
診
療
を
継
承
し
て
い
ま
す
。 

診
療
に
あ
た
っ
て
は
出
来
る
だ
け
患
者
さ
ま

の
お
話
に
耳
を
傾
け
訴
え
の
解
消
に
つ
な
が
る

よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
場
合

に
よ
っ
て
は
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科
全
般
に

わ
た
り
診
療
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
で

は
高
齢
化
社
会
を
反
映
し
嚥
下
障
害
の
方
も
増

え
喉
頭
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
診
断
に
て
対
応

し
、
難
聴
の
方
に
対
し
て
は
通
常
の
標
準
純
音

聴
力
検
査
だ
け
で
な
く
語
音
聴
力
検
査
（
言
葉

の
聞
き
取
り
検
査
）
も
併
せ
て
行
い
希
望
者
に

は
補
聴
器
の
装
用
指
導
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

田原耳鼻咽喉科医院 

所 在 地 山口県山陽小野田市住吉本町1丁目5-27 

電話番号 0836-83-3428 

診療時間 午前 月曜日～土曜日  9：00～12：30 

    午後 月・火・水・金 14：00～18：00 

       土曜日     14：00～16：00 

休 診 日 木曜日午後・日曜日・祝日 

 

 
５ 

労 災 保 険 に つ い て 

頭
頚
部
領
域
の
疾
患
に
対
し
て
は
令
和
３
年
よ

り
Ｇ
Ｅ
製
超
音
波
断
層
診
断
装
置
に
よ
る
画
像

診
断
（
通
称
エ
コ
ー
検
査
）
を
行
い
診
断
の
補
助

に
役
立
た
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
後
鼻
漏
（
ね
ば
ね

ば
の
分
泌
物
が
の
ど
に
流
れ
る
症
状
）
を
は
じ

め
全
身
の
色
々
な
症
状
の
原
因
と
な
り
う
る
慢

性
上
咽
頭
炎
に
対
す
る
塩
化
亜
鉛
を
用
い
た
上

咽
頭
擦
過
療
法
（
通
称
Ｂ-

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
療
法
）
を

行
っ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
な
後
鼻
漏
を
き
た
す

副
鼻
腔
炎
に
対
し
て
の
副
鼻
腔
洗
浄
治
療
と
と

も
に
症
状
改
善
に
向
か
う
よ
う
治
療
し
て
お
り 

ま
す
。
当
院
で
は

今
後
も
患
者
さ

ま
の
苦
痛
が
取

り
除
け
る
よ
う

可
能
な
限
り
医

療
の
提
供
に
努

め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 吉中内科医院 

セントラルホテル 

ドラックストアモリ 

ゆめマート 

南小野田店 

 

ローソン 

小野田工業 

高等学校 

商工センター 山口銀行 

田原耳鼻咽喉科医院 

● ● ● ● 

● ● 

● 

● 

労災保険とは「労働者災害補償保険」といい、法律で定められた保険制度です。 

通勤途上あるいは業務中に起きた事故・けが・疾病・障害・死亡で来院される場合は、 

一般の健康保険が原則として適用されません。健康保険証の注意書きにも明記されて 

います。 

労災保険で受診される場合は、以下の書類を提出して頂くことが必要です。 

～初めて病院に受診する場合～ 

業務災害 通勤災害 

様式第5号 様式第16号の3 

～転院などで、病院を変更した場合～ 

業務災害 通勤災害 

様式第6号 様式第16号の4 

勤務先で、お手続きして窓口にご提出をお願い致します。  
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花材名 桜（啓翁）、小菊 

撮影日 ３月17日 

毎週病院玄関ロビーにて生け込みを 

していただいています。 

未生会 小野田支部 

 

 

村田 良子 

こんな外見ですが・・・ 
やさしいやさしいお味
です。 

 令和４年度の広報誌の表紙絵は、『厚狭絵手

紙を楽しむ会』の皆様の作品を掲載させていた

だきます。厚狭公民館にて第１・第３木曜日の

午後に活動されています。 

 季節ごとの様々な作品を掲載しますので、ぜ

ひご期待ください。 

厚狭絵手紙を楽しむ会 

 竹の子（筍） 

 

Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
経
歴
は
？ 

 

山
口
県
光
市
出
身
。
高
校
卒
業
後
、
東
京
の
大
学

の
文
学
部
英
米
文
学
科
へ
入
学
。大
学
２
年
次
よ
り

課
外
で
演
劇
活
動
を
開
始
し
、卒
業
後
も
役
者
業
を

継
続
。
25
歳
で
見
切
り
を
つ
け
、
27
歳
で
東
海
大

学
医
学
部
へ
入
学
。
卒
業
後
、
山
口
大
学
産
婦
人
科

へ
入
局
。
大
学
病
院
、
徳
山
中
央
病
院
、
県
立
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
、沖
縄
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
フ
病
院
等
で

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、こ
の
度
、第
２
子
出
産
後
、

育
休
明
け
と
同
時
に
令
和
４
年
３
月
よ
り
当
院
勤

務
と
な
り
ま
し
た
。 

 

Ｑ 

医
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

 

父
が
産
科
開
業
医
で
あ
り
、医
師
と
い
う
職
業
は

身
近
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
10
代
の
私
は
医
者
を

目
指
す
こ
と
は
な
く
、翻
訳
家
に
な
れ
れ
ば
な
～
く

ら
い
の
思
い
で
東
京
の
四
大
へ
入
学
し
ま
し
た
。そ

こ
へ
、
チ
ャ
ン
ス
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
転
が
っ
て
い
る
東

京
。ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
俳
優
と
い
う
職
業
に
対
す

る
思
い
が
再
燃
し
て
し
ま
い
、大
学
２
年
次
に
事
務

所
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
、
合
格
。
そ
の
ま
ま

芝
居
の
世
界
へ
と
ズ
ボ
ズ
ボ
と
ハ
マ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
し
か
し
段
々
、
自
分
に
は
向
い
て
い
な
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。観
客
席
か
ら
で
も
ブ
ラ

ウ
ン
管
越
し
で
も
、私
を
見
て
１
人
で
も
元
気
に
な

っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
、と
い
う
思
い
で
役
者
を

志
し
ま
し
た
が
、目
の
前
の
人
に
笑
顔
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
、
と
願
う
自
分
に
気
付
い
た
の
で
す
。
そ

こ
で
医
師
と
い
う
職
業
は
天
職
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
遠
回
り
を
し
ま
し
た
が
、
産
婦
人
科
医
に
な
っ

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
に
笑

顔
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、ま
た
頑
張
ろ
う
っ
て
思

え
ま
す
。 

 

Ｑ 

座
右
の
銘
は
？ 

 

感
謝
。
感
謝
、
感
謝
の
人
生
で
す
。 

 

Ｑ 

趣
味
は
何
で
す
か
？ 

 

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
が
趣
味
で
プ
ロ
コ
ー

ス
ま
で
取
得
し
ま
し
た
が
、子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら

は
全
く
潜
っ
て
い
ま
せ
ん
。子
供
と
泳
げ
れ
ば
そ
れ

で
満
足
で
す
ね
。仕
事
で
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
う
の
で
、子
供
と
過
ご
せ
る
時
間
を
大
切
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

山
陽
小
野
田
市
民
病
院 

産
婦
人
科 

川
﨑 

真
奈 

先
生 

 

河野 瑠美（麻酔科） 

山口県花卉園芸推進協議会様から 
県産花きを使った 

「フラワーアレンジメント」 

をいただきました。 

ありがとうございました。 



 

診療科名  月 火 水 木 金 

内 科 

一  診 豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

松隈雅史 
(血液･糖尿病･内分泌 ) 
☆有好香子 

(糖尿病・内分泌 ) 

☆湯尻俊昭 
(第 2・ 4 水曜日午後・血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

矢賀 健 
(糖尿病・内分泌 ) 

二  診 時山 裕 
(消化器 ) 

矢賀 健 
(糖尿病・内分泌 ) 

時山 裕 
(消化器 ) 

今井智子 
(糖尿病・内分泌 ) 
☆山﨑隆弘 
(午後・肝臓外来 ) 

山口大学医師 
(リウマチ・膠原病 ) 

三  診  安田真弓 
(消化器 ) 

☆伊藤千与 
(午前・呼吸器 ) 

時山 裕 
(消化器 ) 

安田真弓 
(消化器 ) 

四  診 

山口大学医師 
(午前・循環器 ) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器 ) 

☆河村 篤 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器 ) 

☆河村 篤 
(午前・循環器 ) 

五  診 小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

外 科 

一  診 大樂耕司 藤岡顕太郎 大樂耕司 藤岡顕太郎 藤岡顕太郎 

二  診 
 8:30 –  9:00 
11:00 – 11:30 

末廣祐樹  末廣祐樹 野村真治 
8:30 – 11:30 

大樂耕司 野村真治 
8:30 – 11:30 

午  後 
13:00 – 17:00 

☆田中俊樹 
(呼吸器外科外来 )     

整 形 外 科 

一  診 脇阪敦彦 ☆河合伸也 脇阪敦彦 脇阪敦彦 (新患 ) 前田 崇 (新患 ) 

二  診 山縣大樹 前田 崇 ☆柿並康太郎(新患) 前田 崇 山縣大樹 

三  診 ☆瀬戸哲也 (新患) 山縣大樹 (新患 )    

脳神経外科 
(紹介・再診のみ) 

一  診 
(診療時間)10:00–11:30 

 ☆河野亜希子   ☆岡 史朗 

小 児 科 

 
乳児検診・ 
予防接種:予約制 

午  前 
(受付時間) 9:00–11:00 

☆福田 謙  ☆星出まどか 

☆橘髙節明 
(第 1・ 3・ 5 水曜日) 

☆岡田裕介 
(第 2・ 4 水曜日) 

☆坂田恭史 ☆元永貴大 

午  後 
(受付時間)13:30–15:30 

☆長谷川俊史 
(1 回目) 

☆岡﨑史子 
(2 回目以降) 

 ☆藤本洋輔 ☆濱野弘樹 ☆兼安秀信 

 

 

産 婦 人 科 
 

午後受付 

新患･予約外受付 

13:00–15:30 

婦 人 科 住浪義則 平野恵美子 
 9:00～  

藤田麻美 村上明弘 住浪義則 

産  科  
田中結美子 藤田麻美  

村上明弘 
住浪義則 平野恵美子 

9:00～  
村上明弘 川﨑真奈 川﨑真奈 田中結美子  

午  後 藤田麻美  川﨑真奈 田中結美子  

皮 膚 科 一  診 ☆杉本紘子  ☆浅野伸幸   

精 神 科 
完全紹介予約制  

一  診     ☆土生建介 

眼 科 
午  前 ☆東島史明 ☆徳久佳代子  ☆佐久間綾乃  

午  後 
(受付時間)13:00–15:00  

☆東島史明  ☆播磨 希 ☆内 翔平 ☆小林由佳 

耳鼻咽喉科 午  後 
(受付時間)14:00–16:00  

☆橋本 誠  ☆橋本智子 
※受付時間 14:00～ 15:00  

☆田原哲也 
(第 1・ 3 木曜日) 

☆菅原一真 

泌 尿 器 科 
一診(新患) 山本義明 山本義明 北原誠司 北原誠司 山本義明 

二診(再来) 北原誠司 北原誠司 山本義明 山口大学医師 北原誠司 

麻 酔 科 

疼痛外来 内田雅人  内田雅人 内田雅人  

術前診察 棟久晃司 棟久晃司 棟久晃司 棟久晃司 棟久晃司 

緩和ケア 
10:00 – 12:00  

  内田雅人   

歯科口腔外科 
(原則予約制) 

必ず歯科口腔外科で

予約をお取り下さい  

(新患受付時間) 
 8:30 – 11:00 

福田てる代 
浜辺優子 

福田てる代 
浜辺優子 

福田てる代 
浜辺優子 

福田てる代 
浜辺優子 

福田てる代 
浜辺優子 

14:00 – 15:00 
福田てる代 
浜辺優子 

☆梅田浩嗣 
(手術患者のみ) 

福田てる代 
浜辺優子 

福田てる代 
浜辺優子 

福田てる代 
浜辺優子 

脳神経内科 
完全紹介予約制  

午  後    ☆西原秀昭  

禁 煙 外 来 
完全予約制  

午  後 篠崎文彦     

☆非常勤医師  
 

※外来受付時間（初診 11:00 まで／再診 11:30 まで）外に受診を 
希望される際は、必ず来院前にお問い合わせください。 
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お問い合わせ：山陽小野田市民病院 総務課 
Tel 0836-83-2355 Fax 0836-83-0377 E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 

山陽小野田市民病院診療日程表 
(令和４年４月１日現在)   の医師は要予約 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp

